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Lawrence Manufacturing CompanyはBoston Manufacturing Companyの子会社として1831
年に設立されたもので，同社の1834年8月9日付の原綿及び綿布勘定の記録は，当時の製造間接
費処理を明らかにしていると思われる。そこで，David M.Porterの論文「The Waltham Sys-
tem and Early American Textile Cost Accounting 1813-1848」における同社の原価記録をもと
にして，同社の製造間接費処理を分析する。








































図表1 Lawrence Manufacturing Companyの1834年8月9日付の原綿及び綿布勘定
――mil no.1（工場1)――










general expenses  21,697.36
（一般経費）
製造間接費 22,731.09 （22,731.09×30%） 6,819.30  27,218.31
＄57,599.80
 
A 131,773ポンド 531,971ヤード＝4.03ヤード╱ポンド 原価7.88セント╱ヤード











製造間接費 （22,731.09×35%） 7,955.88  30,633.07
＄87,729.43
 
C 399,859ポンド 1,164,869ヤード＝2.91ヤード╱ポンド 原価7.53セント╱ヤード
ポンドあたり原価 21.94セント
――mil no.3（工場3)――







製造間接費 （22,731.09×25%） 5,682.77  23,130.66
＄61,988.09
 
C 110,027ポンド 323,073ヤード＝2.93ヤード╱ポンド 原価8.64セント╱ヤード
D 134,179ポンド 366,184ヤード＝2.73ヤード╱ポンド 原価9.30セント╱ヤード
244,206ポンド ポンドあたり原価 25.38セント
――mil no.4（工場4)――
cotton（原綿費） 22,811ポンド ＠13.56セント 3,094.89
 
pay rol（賃金） 2,055.70












Lawrence Manufacturing Companyの製造間接費は固変分解されないので，固定予算 DI と
して一括把握される。同社の基準操業度である綿布生産量（ヤード）は不明であるが，直近6ケ





















図表2 Lawrence Manufacturing Companyにおける製造間接費の配賦
(注)OA:実際操業度 OB :基準操業度 OD :製造間接費（修繕費，一般経費) AH :各工場の製造













接費処理をJohnsonの論文「Early Cost Accounting for Internal Management Control:










































したがって，製造間接費の予定配賦額はα×OA＝AF を表わす。その実際発生額は AH を表わ
し，製造間接費の配賦差額は FH（＝FG＋GH）で OA（実際操業度）×｛β（実際配賦率）－α（予
図表3 Lyman Mils Corporationの工場元帳
Holyoke Plant Ledger（ホールヨーク設備元帳）mil no.1（工場no.1）
18xx
 
7月-12月 労務費 78,361 12/31 トレジャラーへ 418,166
 





Holyoke Plant Ledger（ホールヨーク設備元帳）cotton no.1（原綿no.1）
18xx  18xx
 
6/30残高 92,093 12/31 輸送費，調整費，
7月-12月 綿花発注高 365,768 屑綿花の売上高など 418,166
 






図表4 Lyman Mils Corporationにおける製造間接費の配賦
(注)OA:実際操業度 OB :基準操業度 OD :製造間接費 AH :各工場の製造間接費の実際発生











































1.サンプル作成 4,500  600  5,100  1,850  1,833  3,683
 
2.鋳型の造型 24,000  6,980  30,980  11,230  12,863  24,093
 
3.金属の溶解 2,270  2,270  823  76,453  77,276
 
4.溶解の鋳入れ 14,000  925  14,925  5,412  7,131  12,543
















接費予算を BI とすれば，予定配賦率は BI
OB
（＝α）で示される。そして，各部門製造間接費の予
定配賦額はα×OA＝AF となる。ある部門の実際発生額は AH と表されるので，製造間接費の配
賦差額は FH（FG＋GH）となって，OA（実際操業度)×｛β（実際配賦率）－α（予定配賦率）｝と
して計算される。










































彼によれば，製品原価（inclusive cost or no.3 cost）は製造原価（works cost or no.2 cost）
と販売費および一般管理費（general establishment charge) で構成され，製造原価は素価
























機械A 40セント×120 h＝＄48 機械B 30セント×134 h＝＄40.20



























利子（機械に関する） ＄ 53 配賦額（機械率による）＄576
減価償却費（同上） ＄ 53
動力費 ＄100







(注)OA :実際操業度 OB :基準操業度 OD :製造間接費 A H :各機械の製造間接費の実際発
生額 B I :各機械の製造間接費の固定予算 α :予定配賦率 β:実際配賦率
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製造間接費を機械ごとに区別し，各機械の予算線を D I ,D I …D I と表わす。基準操業度を




率を表わさない。この場合の予定配賦額はα×OA ＝A F となる。
仮に実際発生額をAH とすれば，製造間接費の配賦差額は F H (F G ＋G H ）で OA (実際
操業度)×｛β(実際配賦率）－α(予定配賦率）｝として計算される。F G は操業度差異を表わす









































製造原価 広告費 カタログ費 通信費 合 計 比率
・標準的な旋盤活動 ＄100,000 ＄ 7,000 ＄4,800 ＄1,660 ＄13,460 13 
1
2
・特定のクレーン活動 ＄ 20,000 ＄ 3,000 ＄ 200 ＄1,340 ＄ 4,540 22 
3
4
・修繕活動 ＄ 20,000 ・・・ ・・・ ＄2,000 ＄ 2,000  10
















































予算線をそれぞれ D I ,D I …D I とする。基準操業度を OB として完全操業度（各機械共通の
200時間）を用い，かつ各機械の製造間接費予算を BI ,BI …BI とすれば，予定配賦率は BI
OB
（＝
α）と表わせる。この場合の予定配賦額は，α×OA ＝A F となる。ここまでは，チャーチの新
機械率法と同じである。
つぎに，製造間接費の配賦差額 F H (F G ＋G H ）は OA (実際操業度）×｛β(実際配賦率）－
α(予定配賦率）｝と計算される。この配賦差額を構成する予算差異 G H については，チャーチ同
様に何も述べられていないので，補充率法で再び製品へ配賦するのか，あるいは期間費用とする
のか不明である。他方，操業度差異 F G は製造間接費の未経過分を示すが，これは製品に再び配
賦することなく当期の期間費用とされる。この未経過分は当初の見積り相違によるものなので，次
図表14 Clinton H.Scovelにおける製造間接費の配賦
(注)OA :実際操業度 OB :基準操業度 A H :各機械の製造間接費の実際発生額 D I :各機械













3. Nicholas Thiel Fickerの間接費処理
Nicholas Thiel Fickerは，1917年当時の製造間接費配賦について最も普及していた直接労務















の点 F と仮定されるので，その同額の＄500,000が製造間接費となる。すなわち，点 F の製造間
接費＄500,000は正常操業度のもとでの正常製造間接費を表わし，直接労務費＄500,000（線分
CA）の100%が予定配賦される。その正常製造間接費＄500,000（線分 CF）の内の＄200,000（線




CB と線分 BE に対応する横軸の製造間接費の合計額（線分 BE から縦軸に下ろした製造間接費）
で測定される。
もし横軸の製造間接費・操業度を x，縦軸の直接労務費を y と置けば，直線 COE は x＝y とな














(注)OA:実際操業度（製造部門別) OB :基準（正常）操業度（製造部門別) AH :製造間接費の実








フィッカーによれば，マシーン・ユニット・システム（The Machine Unit System）は，図表























































(2) リーマンの工場元帳で通貨表示が省略されているが，Paul F.Mcgouldrickの「New England
 
Textiles in the Ninteenth Century」Harvard University Press.1968を参照すれば，Us＄であ
ることが理解できる。




shop charges）と工場の事務所費（shop establishment charges）とを同意義で使用したものと










細については，H.Deighton The Cost System of an Engineering Works」1905,The Engineer-
ing Magazin『Management&Management Accounting 1880-1920』Yushodo Bookselers Ltd,
pp.226-246,1975を参照すること。
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